
東北大学

藪齢頓§-
InstituteofDevelopment,AgingandCancer

Tohol〈uUniversityfactbook2009

Contents

1.所 長 挨 拶1

2濡 研 究 所 の 沿 革2

3.研 究 所 の 組 織3

4.研 究 所 の 最 新 情 報 ………4

・新 設寄 附研究 部門

〔加齢ゲノム制御プロテオーム(DNA修復)寄附研究部門)

・東 北大 学遺伝 子実験 センター

メ

・附属スマート・エイジング国際共同センター

・包 括的 学術協 定締結

・大学間 学術交 流協 定 穿 寧 ド

.ダ

■■■■■■■研究のトピックス5

・心 を 可 視 化 す る 譲購 縄 ・ズ

(相補的複合脳機能イメージング解析技術開発の最前線)、 ,計 ..,爵 、ぎ=

・新 型 インフル エ ンザ 対 策 に 大 きな 貢献 〆

■ ■m研 究成果6Lt一 『 奮 瀞 ダ

礪 繍CA1のDNA二 本鎖切断音β位 ・一 ・1戴'
。 、 欝

・B型肝炎囎 ㈱ する新購 標的囎 』・ 凶
轡 麟 欝 ∫

:騨鷲驚_.認 ジ ぞ ㌦ 評 …」陰拶騨

一 灘 繍 繍 一一一一一7欝 粛 メ'≦ 箔ゆ 、'6

_ 撫 灘 、∴ めー卿睡ψ ♂
N N各 種データ ベ1ジ'1'''"・ 一・… 姦1雛 期 蔭∴

薪1脚 クセスマップ1・
、 転 曝'一_漕 歯 歯 拶



}i

ご あ い さつ

所 長

本研究所は、当時国民病と言われた結核の克服を目的として昭

和16年 に 「抗酸菌病研究所」として設立ざれました。結核の診断 ・

治療研究の中心的センターとしての役割を果たした後、昭和30年代

前半からはがん研究という新たな領域に方向転換が図られ、がんの

診断 ・治療法の開発の面で大きな成果をあげました。

平成5年 には、超高齢化社会の到来という時代の要請を先取りし

て 「加齢医学研究所」に所名を変更し、新たな歩みを始めました。
ノ

「加齢」は一般には老化を意味しますが、本研究所では人の生命の
ゆ

" 一生、すなわち受精から発生 ・成長 ・成熟・老化のすべての過程を扱

う医学 ・生物学と定義しています。21世紀の大きな社会的要請であ

る 「加齢に伴って発症する認知症など神経疾患および難治性のがんo

oの 克服」が、本研究所の最終目標です。目的達成のために基礎研究

では、発生 ・分化 ・がん化などの加齢現象の分子メカニズムの解明

や生体防御機構の解明を目指してきました。また、これらの基礎研

究で得られた原理 ・原則に基づいて加齢に伴う種々の難治疾患の先

○ 端的診断 治離 の開発を行し＼ ざらにその臨床胴 歓 学病院に
おいて行っています。現在では医療において標準的な診断 治療法に

曾 なっている超音波画像診断法、ポジ トロン断層法(PET)に よるが

。昌 ん診断法および脳死肺移植は、本研究所で開発ざれ発展 したもので

す。

平成16年 の国立大学の法人化に対応 して、本研究所も新たな組織

運営体制を作り上げとともに、加齢医学の世界最高レベルの研究拠

点をめざして研究体制の整備を行って参 りました。ざらに、次期中

期計画以降の研究所の新たな方向性として、全国共同利用 ・共同研

究型の 「加齢医学研究拠点」として出発することになりました。

平成20年 度から共同利用 ・共同研究のための研究機器 ・資源 ・技

術の整備、運営体制の整備を行うとともに、運営予算獲得の努力を

続けています。研究面では、①加齢 ・生体防御、②腫瘍制御、③脳

発達 ・加齢を三本柱として拠点の⊂OE(centerofexcellence)化を目指

します。目的達成のため研究所が一丸となって適進いたしますの

で、より一層のご理解とご支援をお願い申し上げます。

」"stit#teOfDevelePme"',Agri"gandCancer7励okuVniversity/eactbook2009



沿革

昭和16年 抗酸菌病研究所の設置

昭和27年 熊谷岱蔵(抗 酸菌病研究所、初代所長)が 文化勲章を受章

膵ホルモン・インスリンの発見と結核医学研究

昭和31年 海老名敏明(第2代 所長)が 朝日賞、
コッホ賞(昭 和35年)を 受賞

昭和41年7月 抗酸菌病研究所附属病院の設置

昭和63年8月 イリノイ大学工学部バイオアクスティクス研究所

平成5年4月 抗酸菌病研究所を加齢医学研究所に改組M/

抗酸菌病研究所附属病院から加齢医学研究所附属病院に 』」= 一 』融一 聡 蕊 ご・ ・欄 幽■噂 歴名称変
更 代

所

平成9年4月 附属医用細胞資源センターが発足 長

平成10年12月 遼寧省腫瘤病院 ・遼寧省腫瘤研究所(中 国)と 部局間学術交流協定を締結

平成12年4月 加齢医学研究所附属病院は医学部附属病院と統合

平成15年4月 臨床医工学(フ クダ電子)寄 附研究部門が発足

平成15年7月 スモレンスクステー トメディカルアカデミー(ロ シア)と 部局間学術交流協定を締結

平成16年4月鵜鼎 鷲 難 宗難所に移行 ～轟 チ 都 慧 轟 繋 縛

1-、 し 雫… 僧

;1:灘1瓢 灘_門 ∵㌧1廼 霧 津
が発足 一 冨 ぐ 転 ㌧ 勾

痛 び六碍 維 樵 藤 締結 櫓ゴ∴-＼ ・e-`

平成20年5月 マサリュク大学医学部(チ ェコ)と 部局間学術交流協定を締結

平成20年7月 加齢生体防御学研究分野が発足

平成21年3月rAARP」(旧 全米退職者協会、米国ワシントン)と 包括的学術・協定を締結

平成21年4月 加齢ゲノム制御プロテオーム(DNA修 復)寄 附研究部門が発足

平成21年6月 全国共同利用 ・共同研究拠点に認定

平成21年10月 スマート・エイジング国際共同研究センターが発足

歴代所長
s麗ccessivehead

抗 酸 菌 病 研 究 所 舶 齢 医 学 研 究 所

熊 谷 岱 蔵(H"16・12・15-・ 一昭23330)今 野 淳(昭5942・ 一昭6241)1度 辺 民 朗(平5.4.1～ 平8.3.31)

海 老 名 敏 日月(昭23331～ 昭38331)立 木 蔚(昭6242-一 平2331)今 野 多 助(平8.4.1～ 平10.3.31)

佐 藤 三 郎(昭3841-一 昭43331)涌 井 昭(平241～ 平3331)藤 村 重 文(平104.1-一 平123.31)

鈴 木 千 賀 志(昭4341～ 昭49331)本 宮 雅 吉(平341～ 平433P帯 刀 益 夫(平12.4.1-一 平183.31)

斎 藤 達 雄(昭4941--HU5341)渡 辺 民 朗(平441'一 平5331)福 田 寛(平18,4.1-一)

佐 藤 春 郎(昭5342～ 昭5941)

1。、tit。teefDevel。Pm,,、t,Agi,,gandCancerTeh。 勧 伽 鱒 砂駕 占。。k2009繍

i



醸 研 究所 グ緑織

一 一 一 … 一 一 …一 …一一一 纐 醗◎ 滞 一 一 一一 一一 一一 一一 一一

wa聾 一 遺伝一 　 [蓑諜1幕舞叢

蕪91免 疫遺伝子制御研究分野1

テニュア・トラック教員(准 教授)
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ゲ ノム リサ ー チ セ ン タ ー1

スマー ト ・エイジング国際共同研究センター

実験動物管理室(動 物実験施設腫瘍分室)

病理組織センター

共通機器管理室1

情報ネットワーク室1
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〆

加 齢 ゲ ノム 制 御 プ ロ テ オ ー ム 寄 附 研 究 部 門
「…]'1'1;=t/・=

基D・p・ ・tm・・t・fDynami・P・ 。t・。mi・Agi・g

礎

平成21年4月に当寄附石_は 新言_.日 湘 ゲノA上に大諜 薯 鶴 欝 響

薄馨灘騰編灘 撫蟹1馨
効に用いた効果的な癌の治療法の開発を行なう。 展 加齢に伴う"死のバランス・

研
究
所

,'の
最
新

遺伝子組換え実験に関する法令遵守と適切な管理体制の構築をミツションとして、平成21年4月 に当センターは本学の特 情

定事業組織として新設された。設置場所は加齢医学研究所研究棟3階 で、センター長を加齢研遺伝子情報研究分野教授田村 報

眞理が兼任する。主な責務は①法令川頁守に関する全学的な教育訓練の実施、②実験の申請及び実施等に係る各部局からの問

い合わせ対応、③実験施設 ・設備等の調査、④全学窓口としての対応、⑤各部局における実験施設 ・設備の整備に係る相談

であり、今後、遺伝子組換え実験安全専門委員会、動物実験センター及び事務局研究協力課と連携して、これらの責務を果

たすとともに、研究者の利便を図っていく予定である。

ユ∴___.__誌 訟レ撫

嚢藤1蕉雛 誰鶴諜饗1縫 ㍗ 撫謬鵠
ング研究を乱 て詩 続可能型高度成熟社会の形成を目指す。 ㌧無 犠 読 嚥 霧 螺 亀霧

附属スマート・エイジング国際共同研究センター棟完成予想図

講蜜
平 成21年3月 、50歳 以 上 の 会 員4000万 人 を有 す る 世 界 最 大 の 高齢 者'!話`lb・=L轟

NPO「AARP」(旧 全 米退 職者 協会 、米 国 ワ シン トン)は 、認 知症 予 防な ど超高t一 壷一L蔭

齢 社 会へ の対 応 策 の研 究 ・普 及を 行 う 「ス マ ー ト ・エ イ ジ ング ・イ ニ シア チ 謬 、 甘 ギ ・.、

ブ」 を 共 同で 推進 する ことで 合 意 し、包 括 的 学術 協 定 を締 結 した。 世 界 最`..

大 の 高齢 者NPO「AARP」 が 日本 の 大学 と提携 す る 初め て の事 例 と なる 。 最

先 端の 加齢 研究 に もとつ く高 齢社 会政 策の 立案 ・提 言 を行 って い く。 。.¥
r-

AARP(旧 全米退職者協会)

コ ン ピエ ン ヌ 工 科 大 学 のD,Barthes-Biesel教 授 は 、 東 北 大 学GCOEプ ロ グ ラ ム 「新 世 紀 世 界 の 成 長 焦 点 に 築 くナ ノ 医 工 学

拠 点 」(当 研 究 所 か ら福 田 寛 教 授 、 山 家 智 之 教 授 、 千 葉 奈 津 子 准 教 授 が 参 加)の 国 際 評 価 委 員 会 を 努 め て お り、 さ ら に 同 プ

ロ グ ラ ム に 属 す る 若 手 教 員 が 留 学 ・訪 問 す る な ど 、 こ れ ま で 研 究 交 流 を 深 め て き た 。 こ の た び 、 医 工 学 研 究 科 を 中 心 と して

こ れ に 電 気 通 信 研 究 所 、 加 齢 医 学 研 究 所 が 加 わ っ て 、 国 際 共 同 研 究 の 活 性 化 、 研 究 者 ・学 生 交 流 の 活 性 化 を 目 的 と して 協 定

を 締 結 す る 予 定 で あ る 。

コンピエンヌ工科 大学の概要

コンピエンヌ工 科大 学は科 学技術 に特化 した大学であり、フランスの新しい高等教育モデルとして1972年 に開校 された。開校の目的は、通常の大 学教育シ

ステムとエリート教育 システム(グランゼコール)のギャップ、および大 学と産 業のギャップを埋 めるためであり、教 育・研 究・技術 移転に精力 的に活動 している。こ

の新 しい高 等教育 モデルはフランスで成功を収 め、その後フランス内ではTroyes(UTT)、Belfort-Montbeliard(UTBM)に 同様 の大学が設 立され、さら

に中国(ヒ 海)や チリ(VinadelMar)に まで拡大 している。コンピエ ンヌはパリ北 東70kmに ある小 都市 。隣接 して広大な森がある。

参考>Compi6gneフ ランス語のスペルからすれば、発音 は「コンピエンニュ」であるが、協 定書の記載が 「コンピエンヌ」なのでそれに合わせた。

InstituteOfDeveloPment,Aginga)idCancerTohekttUniversilyfactbook2009



研 九 の トビックス

レ心を可視化する
～相補 的複合脳機能 イ メー ジング解析技術開発の巖前 線～

脳機能イメージング研究では、健康なヒ トの脳の働きを可視化することができるため、心を科学計測によって可視化でき

ると期待される。しかし、現在の科学技術では、計測上のさまざまな制限から、脳の働きの空間的広がり、もしくは時間的

動きの片方しか計測できない。刻々と移ろう心の様子を計測するには、脳機能の時間情報と空間情報を同時に得ることが必

要である。そこで最新鋭の動物用超高磁場MRI装 置を設置し、脳活動の空間情報の計測をしながら、同時に脳波計測およ

び神経細胞活動の電気生理学的測定による時間情報の計測を行う技術を開発した。得られたデータから、脳の働きのダイナ

ミックな変化を、非線形数学モデルを用いて解析を行っており、ヒトの脳計測データへの応用を目指している。我々の心を

研 可視化できる日がすぐそこまで迫ってきていると感じている。(脳 機能開発研究分野)
究

ドき;ピ蜘t

【'遡 燃1-「 ∵

.∴.

図=脳ダイナミックス研究環境

レ新型インフルエンザ対策に大きな貢献!

平成21年 春から世界に拡大した新型インフルエンザ(S-OIVHlN1)を も晃据えた新規抗インフルエンザ薬の一つについて

その臨床開発治験を渡辺が代表世話人として統括している。当該薬は長時間持続型の吸入薬であり、既存のオセルタミビル

(タミフル⑪)の5日 間経口投与に対 して本薬の1回 投与で同等の臨床効果が得られることが二重盲検比較試験(日 本、台

湾、韓国、香港で共同実施)で 確認され、併せて新型ウイルスに対しても有望と目されているが、平成22年 には実用化され

る見込みである。

また、この新型インフルエンザに関しては、渡辺が座長となって日本感染症学会

新型インフルエンザ対策ワーキンググループの 「緊急提言」をまとめており、参 蕪 抗生購 用

議院予算委員会の新型インフルエンザ対策集中審議でも紹介 ・引用され、厚生労 勲4

働省の新型インフルエンザ対策指針が全面的に改訂される契機となった。 鋸,、 割,

(旙 雑 輔 発寄附研究部門潮 需程 自 我々 が共同研究として実㎜＼
≡欝糊 難駐1騨 難1

熱 ＼1騨 露嚢
・一蕊き 灘lllll難l

Figureイ ンフルエンザ罹病時間 薬剤投与終了後から、各インフルエンザ症状(頭 痛、筋肉又は関節痛、疲労感、悪寒又は発

汗・鼻症状・喉の痛み・咳)について・すべての症状が「なし」又は「軽度」に改善し・それらが21・5時IHj以上継続する最初の時点(毎 日新聞2009年1月26日 掲載)
までの時問

InstituteofDevetoPment,、48伽gandCancerTohohuUniversityfactbook2009



,1罪 研 究 成 果

〆

N癌 抑制遺伝子産物BRCA'ia[>L)NA二 本鎖圭凱継斤部位へ の集積機 構を解 朗

家 族 性 乳 癌 原 因 遺 伝 子BRCA1は そ の 生 殖 細 胞 系 列 変 異 に よ り 家 族 性 の 乳 癌 や 卵 巣 癌 を 引 き 起 こ す 癌 抑 制 遺 伝 子 で あ る 。 私

達 は 、 加 齢 ゲ ノム 制 御 プ ロ テ オ ー ム 寄 附 研 究 部 門 の 安 井 明 教 授 と の 共 同 研 究 に よ り 、DNA損 傷 に 対 す るBRCA1の 応 答 を 解 析

し 、BRCA1のN末 端 とC末 端 が そ れ ぞ れ 独 立 にDNA二 本 鎖 切 断 部 位 に集 積 し 、 特 にN末 端 は 、DNA:本 鎖 切 断 修 復 経 路 の 非

相 同 末 端 結 合 に 重 要 なKu80依 存 性 に 、DNA損 傷 直 後 に 集 積 す る こ と を 日月ら か に した 。

WeiL,LanL,HongZ,YasuiA,IshiokaC,andChibaN.(2008)RapidrecruitmentofBRCAItoDNAdouble-strandbreaksisdependentonitsassocia.

tionwithKu80.MoLCell.Biol.28(24):7380-7593.

(免 疫 遺 伝 子 制 御 研 究 分 野)

図=レーザーにて細胞核の 一部に線状にDNA二 本鎖 切断を引き起こした。BRCA1はDNA二 本鎖 切断のマーカーである},112AXと共局在した。

騰B聚 肝 炎1σ〉発 喪猷為 抑 制=すぞ)新規 治 療 標 的 の 発 舞,

B型 肝炎 ウ イルスは ヒ ト急II生 あ るい は慢II生の肝炎 を弓1き起 こす主た 抗NKG2D抗 体 に よるB型 肝 炎 の 発 症 の 抑 制

る ウイル スであ る。B型 肝炎 ウ イル ス、 それ 自身は細 胞傷害 性は ない も

のの ・ ウイ ルス抗 原 が肝 疾患 を 引き起 こす と考 え られ て いる・ これ ま 魎 …

で我 々は カ リフ ォル ニ ア大 学(Dr,Baron,Dr,Lanier)と 共 同でB型 肝d。ners;1z。

炎動物 モデ ルを作 出 した。B型 肝炎 ウイ ルス感 染にお いてNKT細 胞 が肝WTmicelo。 ロロ
臓を傷 害 して いるこ と、NKG2Dと その リガ ン ドが発 現増強 する こと を 臥。[翻

見 いだ した。 さ らに、NKG2Dの 機 能 を阻 害する こ とでB型 肝 炎の 発症 、。

を抑 制で き ること を明 らか に した 。 この発見 は 、NKG2DがB型 肝 炎の 済詩lli畿5;2・

(加齢生体防御学研究分野)瞬

瓢 臨床的放射線耐性細胞の樹立
が ん の放 射 線療 法 は 機能 温 存 に優 れ て い る ため 、放 射 線 耐性 克 服

は が ん治 療 の 成績 に大 き く関 わ る。 よ り有効 な放射 線 療 法 の 開発 を

目指 して、 標 準 的な 分 割放 射線 療 法 で 用 い られ て いる2Gy/日 のX線 図11臨床的放射線耐性細胞

貰切断(矢 の

胞 」 と定義 し、世界 で初 めて 樹立 した 。(病 態 臓器 構築 研究 分野)を 認めない・9-H2AX染色

顯 微小X線 ビ ーム に二よる新規放射線治療法の開発 馬s

謹齢簾1繕無器灘叢1漿 蠣
は聴 するため新規な放射纐1去 として期待されている 鴎 副 亨器 後櫨 泥辮 、,毎'1鍔

の ヒへ

騰 縮 構築研究分里予)羅 羅鞭1塩㌫ 蓄して ＼ …峡/

顯 細胞の物理 的力応答性 の墓礎

細胞 、組 織 、器 官に は、 様 々な レベル で 物理 的 な力 がか かる 。

難 騰 欝 灘ll謙 黙 一 シ鱒 蝿幾 一F
す る 分 子 機 構 を 研 究 し ・ そ の 実 体 に 迫 っ て い る 。 核 内 に移 行

MiyasakaKY,KidaYS,SatoT,MinamiM,OguraT(2007)Csrplregulates

畿 鑑認1器 環 翻 鼎 ぎ罧 認瀞 柵 鰭 欄09臨 甑o溜 図・糊 ・引っ張られ・と・シグオル頒 綿 質から核内に移行したり、イオ
11274-11279・(神 経機能欄 石升究分里予)ま 熱 簾 職5イ オンが流入したり・タンパク質が'Jン酸化されたりと・さ

lnstitttteofPeveloPment,AgingandCancerTojzokuUniversityfactbook2009曜
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蘇 、

ぎ拶 セ ンター ・共 通 部 門 の 紹 介

b璽 璽藤豊llLllコ
放 射性 同位 元素(Radio[sotope,RDを 研 究 に利用 す るため の専 用の実 験 室がRl棟(図1)の2階 と3階 に10室 設 け られて お り,

液体 シ ンチ レー シ ョ ンカ ウ ン タ,ガ ンマ カウ ン タ等 の 放射 線 測 定 機器 や,グ ロー ブ ボ ックス,CO2イ ンキ ユベ ー タ,遠 心

機,セ ルハ ー ベス タ と いった 化 学 ・生物 学実 験 用 の機 材 を備 えて 最先 端 の実 験環 境 を提 供 して いる 。使 用 の許 可 を受 け てい

る核 種 は25種 で,3H,14C,32Pを は じめ と した医 学 ・生 物 学系の 実験 で よ く使 われ るも の はもち ろん,65Zn,195mPt等 の最 先

端の 研究 で用 い られ る核種 に つ いて も対応 して い る。Rj実 験 室へ の実 験者 の立 ち入 りは2次 元バ ー コー ドを利 用 した最 新 の入

退室 システ ムで 管理 され,施 設 のセ キ ュ リテ ィを確保 して いる(図2)。 また,放 射性 同位 元素 室 では,所 内 向けの 広報 紙 「ア

ラ ラ通信 」 を定期 的 に発行 し,Rl利 用者 に対 する 情報提 供 や安全 喚起 を積 極的 に行 って いる。

㌻ ㌔ 、 課騨 ・,・ 吊 一 ㈹ 嚥 型 … …・

1懸 ぞ課 馨二
」 ・4ii'tt-」;㍗1.講 …塗 …ii… … ∴ 臣 讐∴

.ご 踊 帆 施 一∵1魂;一,,r..,ぐ ・_一,團 ≡≡≡

図1:RI棟(左 側)図2:入 退室システムの画面

監搬 勤各選 画物彙灘 蓮瘍会室◎!
当施 設は 、延 べ面 積784㎡ の4階 建て の腫 瘍動 物実 験 棟お よび2階 の 連絡 通路 で結 ばれ て いる延 べ面 積404㎡ の腫 瘍動 物実

験 棟(2)で 構成 されて いる 。 また 、 プロ ジェ ク ト総 合 研究 棟地 下1階 に検 疫室 を設 けて いる。 当施 設 は開放 型(オ ー プ ンシ

ス テム)の 施設 であ るため 、SPF(SpecificPathogenFree)動 物 を飼育 ・維 持 して い くた め にHEPAフ ィル ター 内蔵の 陽圧

式 ク リー ンラ ックを 飼育 に採 用 して いる。 飼育 動物 は マ ウス、 ラ ッ トの2種 であ り、 中で も遺 伝子 組換 えマ ウ スが多 数 を占め

る 。動 物 は全 てSPFを 限 定 して 購入 し、外 部研 究 機 関 から導 入 する 場合 は検 疫 ・検 査 を実 施す る と とも に、 清浄 度確 認 の た

め 病原 微生 物 モニ タ リング(年4回 検 査)を 実 施 して いる 。施 設の 重要 な役 割 は、 動物 実験 デ ー タの信 頼 性(再 現 性)を 確保

す る ため 、ハ ー ド ・ソ フ ト両面 か らの 施設 管理 の 充実 化 に取 組 み、 実験 動 物の 遺伝 的統 御 、環 境 的統 御 およ び微 生物 的 統御

を 行 い、恒 常 的に良 質 の実 験動 物 を実験 に供給 す る ことで ある 。平 成19年10月 か ら施 行 された 動物 実験 の実 施 に関 する 新 し

いル ール 「東北 大 学 にお け る動 物 実験 等 に 関す る規 程 」 に則 り、動 物 福祉 の理 念 で あ る3R(Replacement、Reduction、

Refinement)に 配 慮 した適 正 な飼育 管理 お よび人 道 的な動 物実 験 を実施 する よう努 め ている 。

訟轟み 淘璽
岬 鱒嬰嬰頭:二1=甥'・ 」自

1騨""調"騨 、、〆:;一'嘘

〆"∵ ÷≦〔騨

:トト 塑1二"i

図1:マ ウス飼 育 室 図2:発 生 工 学 実 験 室
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拶`共 同 利 用 ・共 同研 究 拠 点 の 認 定

本研究所は、平成21年6月25日 に文部科学大臣から、学校教育法施行規則第143条 の2の 規定に基づき、次のとおり共同

利用 ・共同研究拠点の認定を受けました。

これまでは、本研究所の基盤技術を基に研究所内の最新鋭の設備資源を利用し、所外の研究者が本研究所の教員と実施す

る、独自の共同利用 ・共同研究を推進してきており、平成20年 度は16件 、平成21年 度は23件 の課題を採択しました。

加齢医学研究拠点の認定を受けたので、平成22年 度からは正式に共同利用 ・共同研究が発足します。

1.共 同利用 ・共同研究拠点名 加齢医学研究拠点

2,認 定の有効期間 平成22年4月1日 ～平成28年3月31日

3.拠 点の概要

加齢医学研究拠点では、超高齢社会の最重要課題である 「認知症等の脳 ・神経疾患」や 「難治性がん」を克服し、身心 、佳
ノへ

の健康寿命を全うするスマー ト・エイジングの達成を、拠点の最終目的とします。そのために、①加齢現象の分子メカ 同

ニズムやそれを修飾する生体防御機構を解日月し、②加齢に伴う認知症などの脳 ・神経疾患や、③難治性がんの先端的診 利

断 治療法の開発を加齢医学研究の三本柱とします.以 上の研究活動におし・ては、加齢研のこれまでの高度の石升究実績 即

を活 用 し、研 究機 器 ・資 源 ・技 術の さ らな る充 実 を 図 りなが ら、加齢 医 学の 全 国共 同利 用 ・共 同研 究 拠点 と して 活動 を 共

展 開す る予 定 です 。 この よ うに して 、研 究 者 コ ミユニ テ ィー の要 請 に応 え る とと もに 、国 内外 の 中核 的 ・先導 的 役割 を 同

果たす所存砿 塊

饗

器
定

場。ブレインイメージング研 究棟 にて。

「 … ・ 蛋白の司視化によるゲノム襯 応答の1鞠 目妻
リ蚕綴 参ラ覧 翌朧 纏 編 オ

Lf"

ti

Na.。!LCIMS/MS期 分欄 レーザー`二よ るMMIctsち に彙 鮒 る俸復螢白蟹

InstituteefDeveloPnze,zt,AgingandCancerTohok"σ 珈ersityfaetbook2009;



歪

,各 種 デ ー タ

■職員数 ■ 院生及び研究生の数

一
M131-Ili61Vi

教貝 論2Dl}一 一i1-i

助教23D229}12i1-1

各 計58D3"131-151一
種 事務獺12D410i-一 一1-:

Tそ の他の職員 購 員11計61i4】327i21
タ 計23

,,..、,.

合計81計12

(平成21年6月1日 現在)(平 成21年6月1日 現在)

■ 禾斗学 石井鴫r,曹 ネ甫 且力4>実 系吉

讐 穿 繋嬰 若手研究新識 域基響究 璽1究 基響究 萌芽研究 畿鍛 特雛 員 総計

21001187,7001428,860271150234,060524,8301117,940--44、90031,90050200,190

(平成21年6月1日 現在)(単 位:千 円)※間接経費含む

■ 夕炸 報 盗 余i著 入 状 況

民 間等 との 共同研 究 受託 研究 奨 学寄 附金 学術 指導

鞭＼区分 釧 金額 釧 鎌 籔1鑛 劉 金額

1131,360128197,3339078,4721--

1253,72044130,48895133,010--

1367,02024115,70610989,139--

147621021119,970100112,895--

1555,940628,0417391,526--

16410,680730、36093112,670--

17517,057624,9309697,497--

18718,8671072,357117337,0282643,950

191121、7681185,435115215,214]824,597

202145,19314139,727102249,4102534,680

211377、46295215682214,3501514,290

(平成21年6月1口 現在)(単 位:千 円)

・ ∬nstitttteofDevelo勿ment
,AgingandCancerTohohuUniversityfactbook2009
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加 齢 医 学 研 究 所

〒980-8575仙 台 市 青 葉 区 星 陵 町4-I

TELO22(717)8443
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!
④大 学病 院前仙 台駅 前の りば 大学病 院 経由 または

i10.15.16.夫 学病 院 、交通 局 大学病 院行{多 数運 行)⑥ 交 通局 夫学病 院前

i29.31.番 の りば 下 車(約15分 、180円)

…　　ロ　 　　　コ　　　　　　 ぞ

}25翻 ば 子平町→北山循環@大 学病院前

1下 車(約15分 、180円)1

ト　　 　 　ヨ　 　 　 　　 　 　 ロ 　 　

1!

■仙台市営地下鉄 北四番丁駅下車(約5分 、200円)
じ

1泉 中央行 のち徒歩約15分

　
一_____訥_ト__._♪__________}____一.__.__」 玉_
　

i仙 台駅タクシープールよりrv105i.1、200円 程度

i■タクシー ※所要時間及びタクシー運賃は交通状況により
ミ

i異 な り ま す 。…
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